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これまで数種しか知られていなかったウニ類化石について，長年にわたる採集標本に基づき 11科 15属 39
種の多様な化成相を明らかにした。このウニ化石のうち 2属 6種が本論文であらたに分類提唱された新タク
サである。またウニ類化石の古生態について，現生する類縁種との比較や，タフォノミー的知見に基づいて，
個々の種の生息深度について詳細に復元している。これらの研究で，本邦のウニ類化石に新たに 4属 6種を
認定するのはもちろん，漸深海の底生生物を代表するウニ類の特徴を発揮して，これまで不鮮明であった深
海性生物相の起源と移動についてあらたで斬新な結果を導いている。このようなウニ類化石の分類学的・古
生物学的研究で多くの新事実を提示したことは，我が国のウニ類古生物学にあらたな新知見を提示するとと
もに，茨城県北部地域の新第三系ウニ類化石記録が国際的に大変重要な意味をもつことを示しており，その
成果は国際的に高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
